
夢
ひらく！

一凛の花株式会社

代表取締役　紺野 琴水さん（いわき市）

つながった絆に感謝し
地域に恩送りをしたい

夢に向かって挑戦する人。地域のために伝統をつなぐ人。
福島で頑張る人たちの物語をご紹介します。

こん   の こと   み

クックパッド福島県公式キッチン

「はら食っち～な ふくしま」で
レシピ公開中

福島学院大学短期大学部 食物栄養学科学生が考案したレシピを紹介します。

調理時間／15分　エネルギー／98kcal
食塩相当量／0.5gシャキシャキレンコンの香ばしチーズ焼き

レンコン
旬の時期／10月～12月

材料【3人分】

●レンコン…150g
●酢…大さじ1
●オリーブオイル…小さじ１
●ピザ用チーズ…50g
●粗挽きこしょう…適宜
●パセリ…適宜
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❶レンコンは皮をむいて5ミリ程度の輪切りにし、
酢水に5分ほどさらしてキッチンペーパーで水気
をしっかり拭き取る。
❷フライパンにオリーブオイルを熱し、レンコンを
並べて中火で焼く。

❸両面に焼き色が付いたら弱火にし、チーズを
のせフタをして1～2分蒸し焼きして、チーズが
溶けたら火を止める。

❹器に盛り付け、粗挽きこしょう、みじん切りに
したパセリをふる。

シャキシャキとした食感が特徴で、食物繊維やビタミンＣを含んでいます。
切り方によって調理方法や食感が変わり、噛み応えがあるため満腹感を得や
すく、減塩料理にも適した食材です。

シャキシャキとした食感が特徴で、食物繊維やビタミンＣを含んでいます。
切り方によって調理方法や食感が変わり、噛み応えがあるため満腹感を得や
すく、減塩料理にも適した食材です。
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道の駅ひらた
平田村上蓬田横森後160 
☎0247（55）3501

ふくしま
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勘違いから生まれた
激辛ハバネロが
村の新たな
特産物に

道の駅ひらた 
駅長
高野 哲也さん

平田村の農業がより一層盛り
上がるよう、これからも営業
活動を頑張ります！

詳しくは
こちら

ハバネロ
平田村

作り方

減塩×

ちょう

ものづくり帖
　「いわき市には大好きな祖父母が住んで
いて、その大切な場所で何かを形にしたい
とずっと思っていました」と話す神奈川県
出身の紺野琴水さん。2020年に来県し、
いわき市田

た
人
びと
町の地域おこし協力隊員と

して着任しました。「協力隊時代は、古民家
カフェ『HITO-TABI』の運営やSNSでの
発信、イベントの企画などを地域の方々と
協力して行いました。田人の人は温かくて、
さまざまな面で本当に支えていただいて…。
約2年半活動し卒隊しましたが、少子高齢
化が進み限界集落となりつつある田人の
ために何かできないか、自分にできること
で少しでも役に立ちたいと、起業を決意し
ました」。

　2023年に紺野さんが創業した一凛の花
株式会社では、「HITO-TABI」の運営を
担うほか、婚活事業など地域を盛り上げる
取り組みを行っています。「地元の人を巻
き込みながら、毎年新しい事業を立ち上げ
ています。『HITO-TABI』では、カフェの
ほか宿泊事業も開始しました。また、以前
イベントで地元の方が作ったユズのコン
ポートがとてもおいしく、次代につなげる
べき味だと思ったので、彼女たちと2年か
けて商品化しました」と話す紺野さん。「今
年で起業して4年目ですが、ありがたいこ
とに、夏の宿泊も満室でユズのコンポート
も好評です。少しずつですが、田人のこと
を知り、来ていただく入口になってきてい
るのかな」と手応えも感じている様子。「今
後も地域の魅力を国内外に発信し、世界中
の人に商品を手にとってもらえたら」と、
輝く笑顔で田人の未来を照らしていました。

得意の英語を生かして海外の予約
サイトにも「HITO-TABI」の情報
を掲載しています。

ユズのコンポートを商品化した田人の皆さんと
紺野さん。感謝と敬意を込めて、6 人それぞ
れの顔のイラストをラベルに使用しました。

「地域の皆さんには大切なことを日々教
わっています」と話す紺野さん。人と
の信頼関係を何より大事にしています。

田人の新鮮な野菜や果物などを
使って作った「HITO-TABI」の
カフェメニュー

所 いわき市田人町黒田字唐沢35 
☎ 070-2437-9633

6
読者からの
お便り

「ふくしまストーリーズ」を見て、七福神巡りをしたくなってマップをダウンロードしました！ 遠くへ行かなくても、
身近な地域で楽しもうという思いが伝わりました。（40代・白河市）

つながるふくしま
ゆめだより
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